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当時の文献の分析 と論述を通 じて,こ の課題
を深 く掘 り下げる。
台湾民芸の調査過程は台湾の最北端に位置
する基隆を出発 し,台北,鶯 歌,彰 化,嘉 義,



































































































に関与するべきではないと反対 した。 しか し,
日本人が 「世界でも第一流の眼をもっている」
という柳の考えこそが,彼 自身の批判する日
本中心主義そのものといえるのではないだろ
うか。
柳は台湾民芸の発見以外に,各種の工芸産
業と造形文化の振興方法や伝統建築物の資料
登録,建 築物保護の法整備を提案 した。台湾
工芸発展について今 日までの重要な事柄を顧
みると,日本統治時代に存在 した 「台湾造形
文化運動」,「台湾工芸協会」などのような工
芸振興活動は,近年においては60年の中断の
時を経て2005年から台湾政府行政院文化建設
委員会の推進により 「台湾生活工芸運動」と
いう名で復活 している。ここでは柳の事績に
ついての展覧会や講演会が開催されており,
彼が残 した理念を学ぶ ことが試みられている。
台湾工芸史における柳宗悦の役割は再考され
るべき時にきているのではないだろうか。
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